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ニ カ メ イガ越 冬幼 虫 の炭 水 化 物 含 量 と
酸素吸収量 について
机 木 久 明 ･米 久 Jrj-夫
ニカメイガは年2lJj発生するが,中国背渠山脈地帯,苛森少占 北海道では年 1h･L発/tニ地
帯として知られている (深谷 1946,1947).この発'Ll171数の通いかti=I･なる温度変化による
ものか,あるいは休眠機構に何らかの逮いが関与 しているか不明である.ニカメイガの発
育に及はす温度の形学割こついてはこれまで多くの研究者 によって研究 されてきた (春川
1931,深谷 1946,1949,1950,岸野 1969).一･万休眠生理はホルモソ系を中心に進展 して
いるが,物質代謝に闇しては未解決の点が多い.
昆虫の休眠中にみられる生坤的な変化の特徴の1つとして 呼吸代謝が低下 し (Schnei-
dermanandWiliams1953),炭水化物含量が 増加することが知 られている (山下,義
谷川 1964).
そこで 1化性として知られている蒜山原産と2化性である点数産のニカメイガ越冬幼虫
を用いて,炭水化物含且と醸崩吸収itTi:の変化を季節を追って調べた.
本淡験遂行に協力された当研究室の自神才氏に感謝の意を表する.
材 料 及 び 方 法
1. 供 試 虫
倉敷産ニカメイカ越冬幼虫 :当研究所圃場のb'iみワラ (品種 :雄町)内より必輿に応 じ
て採柴して用いた.
dly-(,山原座ニカメイガ越冬幼虫 :10月 L./LIJ岡山県ilr;出汁u中和村の水LDより稲刈り株中に
越冬中のものを刈り株ごと掘り取り,当研究所の無加&,TLのプレ-ブ幼虫室内に放虻し,必
要に応 じて刈り株から取 り出し用いた.
2. 糖の抽出と定量
全火脚 土杵屋後そのまま5mlの80%エタノールで腔Tl-JItした. 各船級は前搬 (1972)に
従い採血した後, リソゲル液中で解剖し,脂肪体,消化管,残 り組 織 (筋肉,表皮等)
にわけた.秤産後消化管は 3ml,脈肪体,残 り組 織 は 5mlの80%エタノールで膳 砕
し,前榊こ従ってそれぞれ抽出,稀釈した.定見はアソトロン硫酸法にて比邑定見した.
3. グリセロールの抽出
血 リンパ 50FLlあたり0.5mlの80% -3ノールを加え80Cて5/分間加美.tL,流水で
冷却後 3000r.p.m.で10分I'il追心分解した,その上‖'i20-50IL1を前報に従ってベ--
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-クロマ トグラフィーで展聞した.なお,同定のためにあらか じめ両端川こク■リセロールと
ソルビ トー ルを塗布し,血 リンパの抽出試料と同時に展Ul'･-jした.室温で凪乾後,両端を切
り取 り硝恨銀試薬で発色させ.グリセp-ルとソルt='トー ルの位比を純認し,各々にあた
る部分を--パーよりyJり取 り,5mlの80%ェjLノールて柚,ItiL,ダリセロ-ル止ilijC
料とした.
4. グリセロールの定丑
グリセロールの定見は Fletcher(1968)の方法を改良しておこなった. L記80%ェク
ノール抽出液 lmlに下記のように作成 したメタ過ヨウ崩酸ナ ト.)ユウム液 1mlを加え,
よく撹拝して室温に 10分間放置後, 7七チルア七 トソ液 2mlを加え,37℃で 40分間加
温 したあと流水で冷却し,415nm の波JILで吸光度をDI.1促 した. グリセp-ル壷:よあらか
じめ作成 しておいた標準直線より逆算して求めた.
5. 試 薬
メタ過ヨウ素酸ナ トリュウム溶液:0.025
Mになるようにメタ過 ヨウ讃酸ナ トリュウ
ムを lN酢掛 こ桁か し,この溶液 12mlを
0.1N酢酸でさらに 100mlに稀釈した.
アセチルアセ トン溶液 :アセチルアセ ト
ン0.75mlを2M酢酸アンそこュウム溶液
で 100mlに稀釈 した.
結 果
I. グリセロールの定足
7七テルアセ トン発色法によるグリセp
-ルの最大吸収波長は 415nm の附近にあ
り, 吸光度は 25JLl/mlあた1)まで慮線閑
仁和こあった (第 1図,第2回).
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2.観 葉 吸 収 貞
節3図,第4図は越冬幼虫を1晩25土
1℃の恒私室に放慣後,ワ-ルブルグ検
圧計 に て7-10時間酸素吸収丑 を測定
し,1時間当りの平均値ならびに各1時
問当り測定中に記錬された最大慨諦馴 又
取と最小概宗吸収晶を 示したもの であ
る,倉敷産,㌫Ll卜原虎とも休眠に入るに
つれて恨素吸収丑は低下するが,12月か
ら5月までほは一定の値を示した.7-
10時間連続測定中に記録された最大慨素
吸収鼓と,最小吸収過に大きな差がみら
れたことから,休眠幼虫は連続的に一定
の簡素吸収をするのではないことがわか
った.
3. 全虫体中の炭水化物量
第5図は準位生体塵当りの全称ia･なら
びに グリコーゲン愚を /T,した ものであ
る.全糖故はグルコース地で換算した.
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蒜 山原庵,倉敷産 とも同一の怖向を示
し,全糖故は越冬中ほは一定を7T.･したのに対し,グリコーゲンは 12月上旬から急激に増
加し,1月下仙rこ急激な低下がおこった.その後5月まで再び増加が,71られた.
4. 各組織中の炭水化物量
I/Tim紙中の単位生体弔当りの全新娘とグ,)コーゲソも.I:を第6-8脚 二示した.各組鰍 こ
おいても全虫体におけると同様全掛1.tCiEよは一定の伯を示すのに対し,グ1)コーゲソ丑は
非常に大きな季節的な変動がみられた.伸 二.脚妨体中のグリコーゲソLiのJA:勅が大きく
12月 卜.,中旬に境大槽を,Tl･し,1月中,下旬に激減した.その後 5月まで再び増加がみら
れ,全虫体中のグリコーゲン位
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第5回 ニカメイガ越冬yJ虫全虫体中の炭水
化物含Liの変化
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の変動とよく似ていた.一方消
化管と残り細織においては休眠
に入るにつれてクリコーゲ'/苑
に減少がみられ,休眠がさめる
につれて少し増加の傾向にあっ
た (第7帆 第8回).仝船尻の
うち 卜L/-I-スの占める割合
は各組織で典っていた,脂肪体
では全糖丑のほとんどすべてが
トL,-ロース品であり,消化管
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と残り組織では 50-80%が トレノ､p-ス:Gl_I:であった.倉敷産と蒜山原産で 各組織中の炭
水化物倉見の季節的な変化に道は､みられなかった.休眠幼虫と非休眠幼虫の各組織中の糖
租戒に差はみられず, トレ-I-スが大部分IL･占めていた (婿9｢.判1,2).
5. 血 糖 量
血 リソバ中の拙 文トレ-ロースが 11でグルコースやグリコーゲソほほとんど検出できな
かった (第 10図- 1)ので,第 11ltilの血 リソバ巾の桝は トレ-I-ス帖で示した.血糖
解は休眠に入るにつれてtl.V/加し,休眠がさめるにつれて減少した.蒜山原権の刀が舟倣産
に比べ休眠初期に血糖品は高し､が2月になるとほぼ同じになった.
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6, グリセロール含Rt
グリセロールは休眠中非常に増加し,
特に血 リン/くにおいてその増加が大きか
った (第12図).ソルビ トー /レほ険Ujで
きなかった (第 10図-2),府 政産,請
山原産とも12月から 2月下旬ごろ まで
大農にみられ,その後急速に減少した.
造山原種で1月下旬に少し弼少がみられ
たが,採血品が少なかったことによる誤
差と考えられる.第1蓑は血 リソ/叫コで
第1袈 各組織中のグリセロー ル食塩(倉敷 席 )
(ry/LOmg生体斑 )
遥遠__竺 竺L1月23fLL3月12日
脂 肪 体
消 化 管
残 り 紳 孤
??? ??? ?? ? ?
グ)七ロール含丑が値入を示した 1月下
旬とグリセロールが急減した3月中旬の
倉敷産幼虫の各組戯中のグリセT,-ル含
丑を示したものである.第 1表と軍12園
よりグリセロール最は叫位生体耶当L)血
リソバ中に故も多く合まれていた.次い
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で消化管に/gくみられた.各別紙中のクl)-ヒT,-ルi.土を 1月と3月で比厭すると.3月で
は消化管と肘肋休中のクリ[ー=r7-/l令iIの縦少が大きく,捕り飢餓てほほほ一定佃,A,示し
た.
考 察
恨T#i吸収品は弁敷産,,hl.･;lI原産とも10月から11月にかけて減少し,12月から 5月ま
でほぼ一定値を示した.深谷 (1949)も介牡鹿のニカメイカで季節的な恨束吸収tT.tの変化
をみて.12月から1月にかけて恨素吸収遇が非常に低下し,その後 5月まで ほぼ一定仙
を示したことを蛾1t-Tしてお1),本実験結果とほぼ一致している.福田(1937).石倉(1939)
は休眠中のニカメイガ幼虫で酸東吸収虫は体重の大小によって非常な追いがあることをみ
て,小さいものほど埴位生体j=Tf当りの恨如吸収龍は多くなることを指摘している.本実験
でも蒜山原産の方が倉敷塵に比べ平均で約2倍近い活性を保･'ていた.これは倉敷産の方
が蒜山原塵に比べ約 1.5倍から 2倍近く体TBが重いためと考えられる.Schnelderrnan
andWlliams(1953)は七クロビア盛の休眠酌で慨索沼於は ほとんど連続的であるのに
対し,炭慨ガスは8時間ごとに聞けつ的に 放出されることをみた.Haycs等 (1972)は
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codHngmothで簡素吸収に周期があり, この周期はL,正使によって変ることを報告した.
ニカメイガ休眠幼虫では 8-10時間測定のr抑こ記録された 各1時間当りの酸苅吸収弘に
大きな差がみられ,この差はさらに 長時間itlJ足することにより大きくなるものと守:とら
れ,慨素吸収に周期があるものと推定される.
全虫体,各組鰍 こおける全糖丑は倉敷産, 蒜山原姥とも越冬中ほぼ-定見を 保ってい
た.血耶掛ま休眠に入るにつれて若干岬加した.非休眠幼虫の全紡の大部分が トレ-1,-
スであり,グルコースはわずかLかみられなかった (前報)が,休眠幼虫においても大部
分が トレ-ロースで,グルコースはわずかしかみられなかったことから休眠に入っても糖
組成そのものは変らなかった.全虫体と脂肪体で グリコーゲソili:が12月に非常に増加が
みられたが,消化管,残り約経ては減少の締向にあったことから,全虫体でのグリコ-ゲ
ソ丑の増加は脂肪体中のグリコ-ゲンの増加に由来するものと考えられる.深谷 (1948)
は倉敷産ニカメイガで冬期における加温が羽化期に及ぼす膨坪をみて,2月以降における
羽化期の促進的効果は休眠の覚醒と関係するのではないかと鞭告している.若者等も倉敷
産,蒜山原塵の越冬幼虫を10月から翌咋5月まで,各月ごとに25士2℃,16時間.n.Ti明下
で稲芽出しfl'I.K入れて化蛸を観察したところ,11月中旬までと1月下旬以降のもので(,i
化桶がみられたが,12月から1月上旬までのものでは 化桶が みられなかった. このこと
から,缶赦座,蒜山原座とも1月中下旬に休眠が打破されるものと考えられる.この休眠
打破と脂肪体中のグリコーゲンの増減とよく一致していることは興味がある.また,この
グリコーゲソの増大に何が関与しているかも問題である.Zaluska(1959)は蚕でキチン
が炭水化物の貯蔵の役割をはたしていることを報告している.深谷 (1946)はニカメイガ
の越冬幼虫で休眠に入るにつれて脂肪の含.7,:が増加することをみている.ニカメイガ幼虫
は越冬中でも摂食活動がみられることから,このグリコーゲソの岬加に偶の炭水化物が一
部Ikl与していることも考えられる.
多くの昆虫で冬期肘児に入るとグリセp-ルが非常にふえ,休眠が破れると急激加hq少
がみられることが知られている (Salt1959,Wyattand Meyer1959.S4,mme1964.
1965).ニカメイガ幼LlJ･こおいても25℃で飼育したものではグリセロールulL:く入られな
かった (舶 i=[ま)那,低温休眠に入ると非常に大I7rのグリセp-ルがみられるように なっ
た.Chin°(1957)は盃の休眠卯でグ リコーゲソが クL)七p-ル と ソルビ トー ル に転換
し,川棚民が破られるとク､リコーゲソに打合成されることをふた.ニカメイガではソルヒト
ールは検出できなかった.WyattandMeyer(1959)も冬期のブリ七p-/L･掛 よ炭水化
物であると考須している.ニカメイガ幼山においても血 リソバ巾のグリセ｡-ルの増加と
脂肪体の一部,消化管,残り組織でOd)グリコ-ゲソのf射 ♪L_一敗Lていることから,グリ
セロール源としてクリコーゲソが関与しているものと考えられる.また,肺肪休において
2月以後のグ)コーゲソのqI人と.血 リン/lIコのグリセロール含辻の滅′Jとが一致してい
ることから,休眠が破れた絞グリセp-ルからグ1)コーゲソにIlf令成されるも')と考えら
れる.MurphyandWyatt(1965),Wyatt(1967)はセクロピア炎で トレ-ロースとグ
I)コーゲソの相TL転換は順肪体で行なわれることを沸じている.堀江 (1961)はソ′レビト
ールを柵と共に与えると腸より吸収されて脂肪体のグリコーゲL/丑が増加することを純じ
ている.ニカメイガで各組織において,休眠が破れたあと胴肪体と消化管でグリセロール
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の減少が速く,残り組織ではおくれた,このことは胎肋体と消化管の両組織でこの婚合成
がおこなわれるとも考えられる.
以上のことから,越冬中のニカメイガにおいては,胴 民中でも/i朴的には署 しい変化が
起きていることかわか-､た.またこの変化は憾d/;･LBi収:恥と炭水化物含品の変化を見るかぎ
f),1化性と2化性に差かみられなかっ/L=. しか し,これらの変化は外的環境に非常に影
謂されやすいことから,1化性のものを2化性の環境に移すことによY)差がみられなくな
ったとも考えられ,1化性と2化性の迎いについては今後のlH11曲である.
摘 要
1化性 (蒜1｣原産)と2化性 (倉敷産)のニカメイガ幼虫の越冬休眠ノ巨哩の通いを知る
目的で,ia(L水化物盛と恨誠吸収品について季節を追って調べた.
惟素吸収品は倉敷産,品 1｣原産とも休眠に入るにつれて減少 し,休眠か破れても軌 跡吸
収最の増加はみられなかった.また休眠幼虫では地紋的な恨讃吸収はみられなかった.
全虫体中の全析品は食倣産も蒜山原産も越冬中はほは一定であったが,クリコ ･ーゲソ鼓
は 12月に非常に増加 し, 1月の下旬に急激な減少がみられた.
脂肪体,消化管,残 り軌織において,越冬車全船虫はほぼ一定であったが,グリコーゲ
ソ且は大きな変動がみられ,特に榊 方体では全虫体と同様 12月に非.常tJ:増加がおこり,
1月中下旬に急撒な賊少がおこった.そしてその後 5月まで再び増加 した.
血糖丑は休眠に入るにつれてやや増加したれ 休眠がさめるにつれてもとの出まで減少
した.
グリセロール量は倉敷産,蒜山原塵とも肘l剛こ入るにつれて非常に増加したが,休眠が
破れると急激に減少した.各社L織別に含まれる準位生体塵当りのグリセロール血は血 f)ソ
バが最も高く,次いで消化管であった.
越冬時における簡素吸収丑と炭水化物含塵の変化に,1化性と2化性で違いはみられな
かった,
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